
史
学
研
究
会
名
誉
会
員
京
都
大
学
名
誉
教
授
羽
田
亨
博
士
計
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講

　
本
会
名
誉
会
員
、
京
都
大
学
名
誉
教
授
、
日
本
学
士
院
会
員
羽
田
享
博
士
は
、

昭
和
三
十
年
四
月
十
三
日
、
宿
痢
癒
え
ず
し
て
、
七
十
四
歳
で
永
眠
さ
れ
た
。

我
々
は
博
士
が
生
前
本
会
の
為
に
尽
さ
れ
た
功
績
と
恩
顧
と
を
今
更
な
が
ら
追

憶
し
つ
つ
、
感
謝
と
哀
悼
の
念
の
転
た
切
な
る
を
覚
ゆ
る
。

　
博
士
は
明
治
十
五
年
、
京
都
府
下
に
生
れ
、
京
都
府
立
一
申
、
三
高
を
経
て
、

其
後
三
年
聞
を
東
大
史
学
科
に
学
ば
れ
た
が
、
卒
業
後
再
び
京
都
に
帰
り
、
京

都
大
学
大
学
焼
に
入
学
さ
れ
た
。
以
後
明
治
四
十
二
年
京
大
講
飾
を
委
嘱
さ
れ
、

助
教
授
よ
り
教
授
に
進
み
、
前
後
四
十
年
に
近
い
歳
月
を
京
都
大
学
と
共
に
過

ご
さ
れ
た
。
特
に
昭
和
七
年
矢
野
仁
一
教
授
が
退
官
さ
れ
て
後
、
東
洋
史
学
科

の
主
任
教
授
と
し
て
教
室
を
主
宰
し
、
浜
田
、
西
田
、
時
野
谷
諸
博
士
と
共
に

陳
列
館
の
申
心
と
な
っ
て
後
進
の
育
成
に
当
ら
れ
た
。
其
間
幾
多
の
輝
し
い
学

問
的
業
績
を
挙
げ
、
我
国
東
洋
史
学
の
発
展
に
巨
大
な
足
跡
を
残
さ
れ
た
。

　
博
士
は
早
く
明
治
四
十
五
年
、
内
藤
博
士
等
と
共
に
奉
天
の
清
宮
を
訪
い
、

清
朝
開
国
期
の
根
本
資
料
た
る
「
満
交
老
蟷
」
や
、
満
漢
蒙
回
蔵
五
族
の
言
語

を
並
列
せ
る
「
五
体
清
文
鑑
」
な
ど
を
撮
影
し
て
将
来
さ
れ
、
昭
和
三
年
に
は

「
蒙
文
丹
珠
爾
四
十
八
飽
」
を
、
同
十
一
年
に
倣
「
成
吉
思
皇
帝
聖
旨
牌
」
を

教
室
に
購
入
さ
れ
惹
等
、
貴
重
な
る
資
料
の
蒐
集
に
尽
力
さ
れ
た
が
、
ま
た
明

治
四
十
四
年
に
は
京
大
豊
科
大
学
叢
書
の
一
編
た
る
「
大
唐
西
情
詩
」
の
校
勘

並
び
に
索
引
の
作
成
、
昭
和
三
年
に
は
「
四
訳
館
則
」
の
校
訂
刊
行
な
ど
、
史

料
の
整
理
校
訂
に
も
留
意
さ
れ
た
。
こ
れ
は
博
士
が
東
洋
史
研
究
室
を
申
心
と

し
て
の
成
果
の
一
端
を
示
し
た
に
過
ぎ
ず
、
東
方
文
化
研
究
所
、
満
蒙
調
査
会
、

日
満
文
化
協
…
会
な
ど
に
お
い
て
博
士
が
指
導
育
成
さ
れ
た
事
業
に
至
っ
て
は
枚

挙
に
邊
が
な
い
。
本
会
に
対
し
て
も
、
博
士
は
明
治
四
十
一
年
成
立
当
初
よ
り

中
心
会
員
の
一
人
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
大
正
五
年
本
誌
「
史
林
」
の
発
刊
以
後



出倒
雲卜

永
く
評
議
員
た
り
、
時
に
は
編
輯
を
担
当
し
、
ま
た
魔
々
貴
重
な
る
玉
稿
を
審

せ
て
紙
面
を
飾
ら
れ
た
。
こ
の
た
め
本
会
は
昭
和
二
十
九
年
秋
、
名
筆
会
員
制

を
設
け
る
や
、
第
一
に
博
士
を
推
し
て
、
そ
の
功
績
を
感
謝
せ
ん
と
し
た
の
で

あ
っ
た
。

　
博
士
の
著
懇
は
必
ず
し
も
多
く
な
い
が
、
一
た
び
現
わ
れ
た
も
の
は
、
不
朽

の
価
値
と
最
高
の
権
威
と
を
有
し
た
。
特
に
「
酉
域
交
明
史
概
論
」
と
「
西
域
交

二
選
」
は
他
の
追
随
を
許
さ
ぬ
名
著
で
あ
り
、
臨
内
の
み
な
ら
ず
遠
く
海
外
に

そ
の
名
声
を
恣
に
し
て
い
る
。
西
域
史
の
研
究
は
博
士
が
心
血
を
濃
が
れ
た
る

分
野
で
あ
り
、
先
に
那
珂
、
白
鳥
両
博
士
が
開
拓
さ
れ
た
る
道
を
、
整
然
た
る

体
系
に
組
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
西
域
と
は
雷
う
ま
で
も
な
く
、
パ
ミ
ー

ル
高
原
を
申
心
と
し
た
る
現
今
の
東
西
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
地
で
あ
り
、
古
く
か

ら
東
西
文
化
交
流
の
要
衝
に
妾
り
、
こ
の
交
遡
に
よ
っ
て
こ
そ
菓
亜
は
西
方
世

界
よ
り
孤
立
せ
ず
に
す
ん
だ
の
で
あ
る
。
ヨ
ー
獄
ッ
パ
学
界
が
こ
の
地
に
著
臼

し
た
の
は
甚
だ
古
く
、
殊
に
十
九
世
紀
末
よ
り
探
険
隊
を
送
っ
て
考
古
学
」
的
調

査
を
行
い
、
且
つ
そ
の
専
門
的
学
者
を
養
成
し
つ
つ
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
ス

タ
イ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
の
ペ
リ
オ
擦
険
隊
は
最
も
膚
名
［
で
あ
る
。
之
に
刺
戟
せ
ら

れ
て
ヨ
本
か
ら
も
大
谷
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
橘
瑞
超
師
が
こ
の
地
を
踏
破
さ
れ

た
が
、
そ
の
規
模
に
お
い
て
遜
色
な
き
を
得
な
い
。
然
る
に
そ
の
研
究
の
点
に

お
い
て
、
日
本
西
域
学
を
樹
立
し
、
立
遅
れ
を
販
戻
し
て
西
方
の
水
準
に
達
し

た
る
上
、
更
に
之
を
凌
駕
せ
ん
と
す
る
勢
を
示
し
た
の
は
、
博
士
の
功
績
で
あ

り
、
そ
の
透
徹
せ
る
識
見
と
、
豊
富
な
る
語
学
的
才
能
を
以
て
し
て
始
め
て
珂

能
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
博
士
の
学
問
の
分
野
が
広
く
西
域
に
亘
り
た
る
た
め
、

そ
の
西
方
学
者
と
の
交
友
も
従
っ
て
斯
く
、
大
正
三
年
n
シ
ア
に
赴
い
て
老
輩

掌
ラ
ド
ロ
フ
教
授
に
つ
い
て
ウ
イ
グ
ル
文
獣
に
つ
い
て
の
疑
い
を
正
し
、
其
後

フ
ラ
ン
ス
に
勘
顧
肥
す
る
や
ペ
リ
オ
副
司
授
と
親
日
父
を
［
訂
し
、
山
人
正
十
五
年
に
は
ペ

リ
オ
教
授
と
の
共
著
と
し
て
「
敦
燵
遺
書
」
第
一
集
を
公
に
さ
れ
て
い
る
。

　
縛
士
は
始
め
元
朝
史
研
究
に
志
さ
れ
、
遼
金
元
三
朝
及
び
清
朝
の
北
方
赤
墨

史
に
対
す
る
興
昧
を
最
後
ま
で
失
わ
れ
な
か
っ
た
。
愛
し
て
そ
の
研
究
方
法
は

西
域
史
に
対
す
る
と
同
様
、
雷
語
を
通
し
て
の
基
礎
的
研
究
で
あ
っ
た
。
か
く

し
て
元
朝
の
漢
人
支
配
に
つ
い
て
犀
利
な
る
研
究
が
生
れ
、
ま
た
本
邦
に
て
未

曾
麿
の
「
満
和
辞
典
」
の
編
纂
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
斯
く
の
如
く
博
士
は
我
国
東
洋
史
学
の
発
展
に
偉
大
な
る
功
績
を
残
さ
れ
た

が
、
昭
和
十
三
年
よ
り
敗
戦
の
年
ま
で
七
年
間
、
我
国
史
上
来
曾
有
の
最
大
な

る
受
難
期
を
京
大
総
長
と
し
て
在
任
さ
れ
た
。
こ
の
間
苛
烈
な
る
時
局
の
重
圧

に
対
し
て
、
学
問
の
道
を
守
ら
ん
が
為
に
費
さ
れ
た
苦
心
は
想
像
に
余
り
あ
る
。

戦
時
中
に
拘
ら
ず
、
友
人
受
業
生
が
相
集
っ
て
「
羽
田
博
士
腐
肉
記
念
東
洋
輿

論
叢
」
一
大
冊
を
編
纂
し
て
先
生
に
捧
げ
ん
と
し
た
の
は
、
一
に
は
先
生
の
労

苦
を
慰
め
ん
が
た
め
で
あ
っ
た
。

　
戦
後
社
会
が
藩
つ
く
と
、
先
生
の
学
問
的
業
績
は
漸
く
に
し
て
内
外
の
認
識

す
る
所
と
な
り
、
昭
瀦
二
十
七
年
フ
ラ
ン
ス
学
士
院
は
、
縛
士
の
東
洋
掌
に
対
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す
る
功
績
を
称
え
て
ジ
ュ
リ
ア
ン
賞
を
贈
っ
た
。
越
え
て
選
科
二
十
八
年
、
臼

本
政
府
も
文
化
功
労
者
と
し
て
文
化
勲
章
を
授
与
し
、
溶
断
三
十
年
一
月
に
は

フ
ラ
ン
ス
政
府
よ
り
日
仏
文
化
交
流
の
貢
献
老
と
し
て
レ
ジ
ョ
ン
・
ド
・
ノ
ー

ル
勲
童
・
に
濁
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
な
お
我
々
の
耳
に
薪
な
る
こ
と
で
あ
る
。

　
博
土
が
逝
去
さ
れ
る
と
政
府
は
そ
の
生
前
の
功
績
に
よ
り
位
を
従
二
位
に
進

め
、
天
皇
陛
下
よ
り
特
に
木
盃
一
組
、
金
二
封
を
下
賜
さ
れ
た
。
翌
十
四
日
自
宅

で
密
葬
が
営
ま
れ
、
法
名
を
文
清
院
殿
滴
翠
元
寧
大
聖
土
と
譲
ら
れ
た
。
置
月

十
七
臼
午
后
一
時
堀
川
寺
ノ
内
上
ル
興
聖
寺
に
お
い
て
、
山
矯
相
国
寺
管
餐
を

導
締
と
し
て
朝
来
の
課
し
め
や
か
な
中
に
塞
薄
が
執
り
行
わ
れ
た
。
式
場
の
両

側
を
埋
め
る
供
花
は
、
生
前
の
博
±
の
功
績
を
物
語
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
読
経

の
進
む
間
、
文
部
大
臣
代
理
岡
野
掌
術
課
長
・
フ
ラ
ン
ス
大
使
代
理
ル
ボ
ッ
ク

領
事
・
日
本
学
士
院
畏
代
理
新
村
博
土
・
滝
川
京
大
総
長
・
高
山
京
都
里
長
・

高
田
京
大
文
学
部
長
・
貝
塚
京
大
人
文
科
掌
潮
焼
所
長
・
門
下
生
総
代
鴛
淵
一

氏
等
の
弔
辞
朗
読
、
焼
香
が
行
わ
れ
た
。
終
っ
て
喪
主
羽
田
明
京
大
数
授
及
び

葬
儀
委
員
梅
原
京
大
教
授
の
挨
拶
が
あ
り
、
荘
厳
な
葬
儀
の
幕
を
…
閉
じ
た
。
塞

会
は
博
士
が
会
の
発
展
の
た
め
に
尽
痒
さ
れ
た
功
績
を
偲
び
、
供
花
と
次
掲
の

弔
詞
を
捧
げ
て
哀
樟
の
意
を
表
し
た
。
つ
い
で
五
月
十
三
臼
午
後
二
時
よ
り
岡

崎
公
会
堂
に
於
い
て
京
都
需
主
催
の
山
嶺
市
民
に
対
す
る
帝
公
葬
の
礼
に
よ
る

追
慎
式
が
執
行
さ
れ
た
。
　
（
狩
野
直
破
・
上
横
手
雅
敬
記
）

　
史
学
研
究
会
を
代
表
し
ま
し
て
、
・
本
金
名
懸
会
員
京
都
大
掌
名
潜
激
授
羽

田
寧
博
士
の
霊
前
に
謹
ん
で
哀
樟
の
詞
を
申
上
げ
ま
す
。

　
博
士
が
京
都
大
学
文
学
部
史
学
科
な
ら
び
に
史
掌
研
究
会
の
た
め
に
尽
く

さ
れ
た
御
功
績
を
想
い
ま
す
の
に
、
実
に
そ
の
草
創
の
時
に
去
る
の
で
あ
り

ま
す
。
博
士
は
明
浩
四
十
二
年
に
講
師
の
委
嘱
を
受
け
ら
れ
ま
し
て
か
ら
、

昭
和
十
三
年
十
一
月
京
都
帝
国
大
栄
総
長
に
任
ぜ
ら
れ
て
教
授
の
職
を
退
か

れ
る
ま
で
、
二
十
九
年
の
長
き
に
互
っ
て
教
壇
に
立
た
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
聞
史
学
研
究
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
明
治
四
十
年
結
戌
当
初
創
立
の

議
に
参
与
さ
れ
、
当
初
は
委
員
と
し
て
、
間
も
な
く
評
議
員
と
し
て
、
会
務

の
処
理
、
会
誌
の
編
輯
に
一
方
な
ら
ぬ
御
骨
折
を
頂
き
ま
し
た
。
会
誌
に
発

表
賜
わ
り
ま
し
た
原
稿
は
前
後
九
篇
ご
ざ
い
ま
す
が
、
明
治
四
十
三
年
に
御

発
表
の
「
我
が
国
に
伝
は
れ
る
波
斯
文
に
就
い
て
」
と
激
う
論
文
は
鎌
倉
時

代
に
我
圏
に
伝
え
ら
れ
解
読
不
可
能
の
ま
ま
爾
蕃
文
字
と
し
て
齋
奪
の
経
蔵

に
束
ね
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
も
の
を
、
鮮
や
か
に
解
読
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま

し
て
、
一
篇
の
廃
表
が
世
界
の
西
域
史
研
究
に
与
え
た
影
響
は
測
り
浮
れ
な

い
も
の
が
あ
っ
た
と
承
っ
て
お
り
ま
す
。
今
日
史
林
が
巻
を
重
ね
ま
す
こ
と

空
十
八
、
号
数
も
一
五
〇
を
数
え
、
史
学
・
地
理
学
・
考
古
学
の
綜
合
研
究
雑

誌
と
し
て
学
界
に
独
自
の
地
位
を
保
ち
、
臼
塞
ば
か
り
で
は
な
く
広
く
世
界

の
学
界
に
多
数
の
読
者
を
持
っ
て
お
り
ま
す
の
も
、
こ
う
し
た
縛
士
の
業
績

を
姶
め
と
し
て
、
多
数
の
先
覚
者
の
御
努
力
の
贈
〃
物
と
潔
く
感
謝
し
て
い
る
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識日
寳卜

次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
本
会
は
昨
年
十
｝
月
に
博
士
を
名
…
蕾
会
員
に
推
戴
し
て
い
さ
さ
か
感
謝
の

意
を
衰
明
し
ま
し
た
。
博
士
が
御
壮
健
で
学
問
研
究
の
た
め
に
愈
々
御
活
躍

さ
れ
る
こ
と
を
の
み
、
会
員
｝
同
祈
念
し
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
端
ら
ず
も

御
遡
・
去
に
遭
い
驚
愕
哀
痛
、
措
く
と
こ
ろ
を
知
り
ま
せ
ん
。
こ
の
上
は
…
同

相
依
っ
て
史
学
研
究
会
の
活
動
を
盛
ん
に
し
、
博
士
の
御
店
志
に
副
う
よ
う

に
努
め
る
決
慧
で
あ
る
こ
と
を
霊
前
に
お
誓
い
し
て
、
弔
辞
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
昭
和
三
十
年
四
月
十
七
臼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
学
研
究
会
理
蘂
長
原
随
園

羽
田
博
士
略
歴

明
治
＋
五
年

明
治
三
七
年

関
濃
四
＋
年

　
隅
　
　
年

明
治
四
二
年

明
治
四
五
年

大
正
　
二
年

大
疋
　
三
年

大
正
　
八
年

五
月
＋
五
日

七六四四九九七七
BA月月月月月月

　
　
　
誕
　
　
生

第
三
高
等
学
校
卒
業

東
京
帝
国
大
学
丈
秘
大
学
史
単
科
卒
業

京
都
帝
国
大
匙
大
書
院
入
学

京
都
帝
園
圃
大
滋
†
丈
科
大
学
轍
講
師
ヲ
嘱
託
セ
ラ
ル

学
術
研
究
ノ
為
清
国
奉
天
及
北
京
へ
閏
張
ヲ
命
ゼ
ラ
ル

京
都
帝
國
大
挙
交
科
大
学
助
教
授
二
任
ゼ
ラ
ル

露
國
へ
粥
H
張
仰
付
ケ
ラ
ル

欝
藷
学
及
ウ
ラ
ル
ア
ル
タ
イ
退
学
研
究
ノ
睦
掘
建
国
英
國

　
同
　
年
＋
二
月

大
正
十
｝
総
鮨
五
月

穴
正
十
三
年
職
月

大
正
＋
五
年
九
月

昭
職
三
年
七
月

昭
和
四
年
四
月

　
同
　
年
圖
月

昭
和
五
年
六
月

昭
和
七
年
＋
見

昭
和
九
年
七
月

　
岡
　
年
＋
月

昭
瓢
利
十
年
六
桝
月

昭
利
＋
一
年
一
月

　
嗣
　
　
年
玉
超

　
同
　
　
年
七
月

　
伺
　
　
年
＋
耳

昭
和
十
三
年
餌
月

仏
国
へ
留
瀞
†
ヲ
命
ゼ
ラ
ル

丁
拙
顕
国
ヲ
留
厳
丁
国
一
迫
加
セ
ラ
ル

文
厳
・
冊
好
士
ノ
学
位
ヲ
授
ヶ
ラ
ル

京
都
帝
国
大
学
教
授
こ
伍
ゼ
ラ
レ
文
学
部
勤
務
ヲ
命
ゼ

ラ
ル

策
洋
史
学
第
三
講
座
旭
任
ヲ
命
ゼ
ラ
ル

麦
那
へ
山
展
張
ヲ
命
ゼ
唱
フ
ル

策
方
丈
化
学
院
窟
都
研
究
所
商
議
員
ヲ
委
嘱
セ
ラ
ル

「
中
央
亜
紬
…
亜
の
探
除
…
と
そ
の
鷺
…
義
」
ニ
ッ
キ
テ
御
進
髄
W

級隅

ｼ
甲
皿
及
満
湘
捌
へ
揖
張
ヲ
命
ゼ
ラ
ル

京
都
帝
国
大
学
丈
学
部
長
二
補
セ
ラ
ル

京
都
帝
国
大
挙
満
蒙
調
査
会
理
事
ヲ
委
嘱
セ
ラ
ル

京
都
帝
国
大
学
丈
挙
部
長
ヲ
免
ぜ
ラ
ル

満
洲
國
主
張
ヲ
命
ゼ
ラ
ル

新
年
御
講
書
始
二
重
進
講
「
金
史
旗
豊
本
紀
大
定
十
三

年
四
月
ノ
条
」

京
都
帝
国
大
学
満
蒙
調
査
会
委
員
ヲ
委
嘱
セ
ラ
ル

帝
蘭
国
巌
牢
士
院
会
凱
貝
仰
付
ラ
ル

山尽

M剛

髓
囀
ｬ
国
大
壷
認
附
属
畷
轟
脅
館
畏
二
補
セ
ラ
ル

東
方
文
化
研
忍
所
商
議
員
兼
理
事
ヲ
委
嘱
セ
ラ
ル
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同同嗣同
昭
和
＋
四
年

昭
和
＋
五
年

　
詞

昭
秘
＋
八
年

昭
瀦
十
九
年
十
二
月

昭
和
二
十
年
　
二
月

　
岡
　
　
年
＋
一
月

　
岡
　
　
年
＋
二
児

昭
和
二
一
年
　
三
月

昭
和
　
　
篇
年
　
瞬
月

　
陣
　
　
年
　
八
お

昭
勲
二
三
年
　
三
月

　
同
　
　
年
同
月

年
　
七
月

年
＋
一
月

年
同
耳

年
＋
二
月

年
同
B

　
　
八
月

　
　
四
月

年
　
五
月

　
　
八
潟

年
＋
二
月

満
洲
園
及
申
華
畏
國
へ
禺
張
ヲ
命
ぜ
ラ
ル

帝
室
簿
物
館
顧
問
仰
付
ケ
ラ
ル

京
都
帝
國
大
単
総
長
二
任
継
ラ
ル

教
滋
ず
局
羨
繁
与
仰
丹
鮮
四
ケ
ラ
ル

教
管
霧
議
会
委
員
仰
付
ケ
ラ
ル

粛
随
華
曝
へ
國
へ
山
引
張
ヲ
命
ゼ
ラ
ル

中
華
艮
綴
圏
へ
閏
張
ヲ
A
即
ゼ
ー
フ
ル

科
学
振
興
調
査
会
委
員
仰
付
ケ
ラ
ル

畏
族
研
究
断
参
享
仰
付
ケ
ラ
ル

巌ず

p
研
究
会
議
会
鍛
仰
付
ケ
ラ
ル

国
史
編
纂
調
査
会
委
員
仰
付
ケ
ラ
ル

策
方
丈
化
研
究
所
長
ヲ
’
蛋
嘱
セ
ラ
ル

熊隅

�
ﾋ
り
啓
尽
都
聯
甲
門
園
囲
大
巌
†
総
置
久
ヲ
偏
兜
ゼ
ラ
ル

貴
族
院
議
員
二
二
ゼ
ラ
ル

京
都
大
学
名
誉
教
授
ノ
名
称
ヲ
授
ケ
ラ
ル

｛泉

緖
?
†
会
会
長
ヲ
委
嘱
セ
ラ
ル

中
再
文
化
協
会
評
議
員
ヲ
委
嘱
セ
ラ
ル

園一

ｧ
構
汀
三
王
…
評
議
会
評
議
画
ハ
ヲ
A
卯
ゼ
ー
フ
ル

宙
ハ
｛
刀
交
化
研
究
所
ノ
｛
尽
都
ム
八
尺
人
文
科
学
研
必
九
所
ヘ
ノ

合
併
エ
ヨ
リ
所
長
ヲ
退
職
ス

昭
郡
二
四
年

昭
和
二
七
年

昭
和
二
八
年
十
一
月

　
同

昭
和
二
九
年
十
一
月

昭
和
三
＋
年

同書

　
　
＋
月
法
隆
寺
國
宝
保
存
委
員
会
顧
問
ヲ
委
嘱
セ
ラ
ル

　
　
七
月
フ
ラ
ン
ス
翰
林
院
ヨ
リ
ジ
ュ
リ
ア
ン
賞
ヲ
授
与
サ
ル

　
　
　
　
丈
長
動
岬
當
ハ
ヲ
将
ρ
ケ
ラ
ル

年
同
ド
B
μ
　
山
久
化
功
労
二
月
ト
シ
テ
山
叉
ル
鞠
功
労
年
ム
蹴
ヲ
解
（
ケ
ラ
ル

　
　
　
　
山
然
都
幽
弔
ヨ
リ
名
誉
市
民
ノ
一
祢
号
ヲ
贈
ラ
ル

　
　
一
月
フ
ラ
ン
ス
政
府
ヨ
リ
レ
ジ
ョ
ン
・
ド
・
ノ
ー
ル
勲
牽
ヲ

　
　
　
　
贈
ラ
ル

年
四
月
十
三
日
　
逝
　
　
雪

年
同
月
従
二
位
篇
叙
セ
ラ
レ
、
木
盃
ヲ
下
賜
サ
ル

元
朝
駅
転
雑
考
…
：
…
…
…
…
：
・
・
…
東

西
域
文
明
史
概
論
…
…
…
…
…
…
：
・
…
泓

東
洋
史
教
授
資
料
…
…
…
…
…
…
・
…
：
膨

満
和
辞
典
－

西
域
文
化
史
…
…
…
…
…
…
・
：
…
座
右
宝
判
三
会
…
昭
和
二
三
年

　
　
　
編
修
・
監
修
・
企
劃
書

難
額
難
鞭
叢
鞍
…
（
繁
帝
－
驚
動
悪
獣
・
－
累
四
四
年

羽
団
博
士
著
作
臼
録

著
　
　
書

　
　
名
　
　
　
　
　
　
発
行
所
　
　
発
行
年
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
洋
文
庫
…
昭
和
　
五
年
　
九
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
　
　
　
党
：
・
昭
和
　
　
山
ハ
年
　
　
四
日
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
　
房
…
昭
和
　
七
年
十
一
月

　　

@　

|
…
－
…
…
－
轟
礪
舞
－
昭
黎
華
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
月

＋
児
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災挙研究会名滋会員京都大学名盤教授羽田亨簿士言ド音

鱗
言
逃
難
脇
黛
罎
華
－
塞
箋
会
・
夫
正
嘉
年
豆
万

璽
巻
三
、
慈
露
壽
羅
－
霧
硫
譲
－
昭
和
六
年
目
・

献
獣
輔
螺
三
蔵
藷
伝
、
附
録
－
棘
額
硫
糎
臓
…
昭
和
七
隼
万

調
獲
轟
嬰
録
裟
嘉
－
鳥
文
化
纂
・
・
昭
摯
八
年
士
葺

開
函
百
年
記
念
明
漁
文
化
史
論
集
…
…
乾
　
元
　
祉
…
昭
和
二
七
年
十
一
月

明
婆
隻
睾
四
巻
（
既
刊
九
冊
）
－
洋
洋
鮭
－
麟
天
三
士
葺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
月

舶
三
三
渉
器
六
三
既
刊
一
－
洋
洋
祇
－
罐
葦

鷲
餐
時
代
・
丈
化
…
…
・
…
鰍
閏
種
口
議
－
昭
和
三
左

　
　
　
　
　
主
要
論
文

五
月

　
題
目
　
　
掲
載
雑
誌
（
書
）
発
行
年
月

響
の
宗
教
的
風
響
慣
…
…
・
…
舞
虐
西
－
朋
雷
＋
矢
、
＋

蒙
「
日
日
侠
の
宗
教
的
風
俗
：
：
・
：
：
：
：
：
・
：
禅
　
宗
一
七
〇
・
：
明
瀞
四
二
年
　

一
門
月

蒙
古
駅
伝
考
…
…
…
・
…
難
謬
議
－
累
四
・
華
二
月

・
我
国
・
伝
・
慧
波
翌
続
い
て
－
馨
噺
卜
辞
－
審
議
年

漢．

�
ﾌ
仏
典
に
就
て
：
…
・
・
：
…
：

大
谷
伯
爵
所
蔵
新
脳
史
料
解
説
…

繊
・
目
語
の
囲
瀦
碑
丈
…
…
…
…
：

新
出
波
教
残
土
に
就
て
…
…
…
：

轄
木
叩
と
永
楽
帝
…
…
：
・
…
…
…

喉
三
＋
欝
汗
婁
阿
饗
之
墓
－
誰
学
報
三
！
－
歪

：
…
：
芸
　
文
ニ
ノ
四
…
明
治
四
四
年

…
東
洋
学
報
一
ノ
ニ
…
明
治
四
四
年

：
…
：
芸
　
丈
三
ノ
一
…
賜
暇
四
五
年

：
：
東
洋
学
報
ニ
ノ
ニ
…
明
鑑
四
五
年

…
…
芸
文
三
ノ
一
〇
…
大
正
元
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
年

一十五一五四七
月月月月月月月

鳳
鵤
丈
の
天
地
八
陽
神
現
経
：
：
：
…
…
芸
　
丈
四
ノ
ニ
…
大
正

五
体
漕
文
鑑
…
：
…
…
…
…
：
：
…
芸
　
丈
四
ノ
八
…
大
正

三
二
喬
羅
整
銘
…
…
・
－
螺
学
報
三
．
－
影

回
丈
・
仏
二
五
ミ
…
…
・
…
爆
雑
誌
二
五
－
歪

姑
：
：
：
：
：
：
：
・
：
：
：
・
：
：
：
・
：
・
：
・
：
・
：
：
経
済
即
大
辞
轡
山
ハ
：
よ
八
正

羅
丈
昊
地
八
目
鏑
経
…
…
・
－
諜
鷺
五
．
－
歪

蹴
鵤
文
法
鞭
経
普
門
鼎
断
片
…
…
…
東
洋
単
報
五
ノ
【
干
：
穴
正

　
附
國
臨
…
文
の
天
地
八
陽
神
現
経
補

遼
金
時
代
の
鈍
軍
・
に
就
　
い
て
・
：
・
：
・
：
・
：
芸
　
丈
六
ノ
九
：
・
大
正

縁
擁
時
代
の
紮
に
就
い
て
L
－
羅
雑
董
七
・
夫
蕉

西
遼
建
國
の
始
末
及
び
其
年
紀
…
…
…
史
　
林
一
ノ
ニ
…
大
正

岡
鰯
闘
丈
女
子
売
渡
玉
山
：
．
：
：
：
・
：
・
：
齋
小
洋
瀞
＋
報
ゐ
ハ
ノ
ニ
：
↓
八
一
止

警
民
族
蕎
。
於
け
る
巫
規
い
－
藍
菱
七
・
一
テ
歪

亀
叢
・
干
網
の
研
究
…
…
…
…
…
…
：
・
史
　
林
ニ
ノ
三
…
大
正

華
夷
訳
語
の
編
者
馬
瀬
亦
黒
…
…
…
東
洋
言
託
七
ノ
三
…
大
正

元
朝
秘
史
に
見
ゆ
る
蒙
古
の
丈
化
…
：
・
芸
丈
八
ノ
一
二
…
大
正

馨
甕
の
海
難
墾
神
論
（
解
－
芸
文
九
・
一
・
夫
正

順
輻
書
類
。
．
。
、
と
の
関
－
諌
輩
三
九
ノ
ー
夫
正

ル
・
コ
ッ
ク
桑
箒
摩
尼
教
遺
文
巻
三
…
芸
丈
一
四
ノ
一
－

螺
竜
袈
窪
彊
之
聾
解
－
史
焚
・
マ
・

四四三三ニニニニ
年年年年年年年

三五五五四
年年年年

九二七六十八二
月月月月月児H

五四一九
月月月月

五
年
＋
二
月

六
年
　
七
月

六
年
　
九
月

六
年
＋
二
月

八七
年年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夫
正
＋
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夫
正
＋
二
年

漠
国
の
地
と
康
圏
人
…
：
…
…
…
…
…
・
麦
那
学
三
ノ
五
…
大
正
十
二
年

．月月月月月
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漢
垣
戸
音
千
字
文
の
断
簡
…
…
：

ト
ル
コ
族
の
間
に
於
け
る
仏
教
：

天
と
紙
と
那
連
と
…
…
…
…
…
…

契
丹
ウ
ハ
字
の
新
次
坦
料
：
：
：
：
：
：
：
・

敦
擦
　
の
千
・
仏
、
洞
に
就
い
て
・
：
・
：
・
：

…
…
凍
群
学
墾
三
…
大
正
＋
二
年

：
：
…
薫
小
徽
研
究
五
ノ
…
大
正
十
二
年

　
　
一
．
ノ

…
…
史
　
二
九
ノ
一
…
二
二
十
三
年

…
…
史
林
一
〇
ノ
一
…
大
正
十
四
年

…
…
仏
教
美
術
職
…
大
正
十
四
年

八
月

八
月一

月

　
　
‘

一
月

九
月

園
三
三
三
三
墾
諜
－
熊
点
描
羅
認
－
歪
茜
年
三
山

鳥
経
典
羅
迷
詩
霧
に
就
い
－
魏
響
繋
祝
・
夫
正
＋
葦
葺

毅
四
仏
洞
の
営
警
就
い
て
…
－
・
彊
記
理
二
－
昭
和

元
朝
の
漢
斎
・
対
す
・
震
…
難
辮
謙
秘
記
－
昭
和

二
年
　
二
月

三
年
　
二
月

麦
那
王
族
諸
朝
と
漢
豊
明
…
…
…
…
亥
那
一
九
ノ
一
〇
…
昭
和
三
年
＋
月

叢
経
典
妻
箋
経
続
・
て
…
・
雌
学
報
天
－
昭
和

四
年
　
八
月

元
翻
…
の
海
血
慰
牌
∵
：
・
：
・
：
・
：
：
：
：
：
：
：
考
士
桝
轡
†
論
…
叢
二
・
：
昭
和
五
年
六
月

墾
兀
時
代
総
融

成
吉

思
皇
帝
聖
旨
牌

て舞願吐地唐
楽丈魯志光
のの番残啓
渾残禺巻元
脱簡土に年
と

Vi

ふ
名
称
に

つ
き

　　　　大
　　　　月
　　　　氏
　　　　及
　　　　び
回就書　貴
鵤い写二
丈て沙　に．
鷹　　州　就
尼　　’　い

教　伊　て
徒　　州　i
祈　i　　i
i　史小　i

念市念桑学川
系世四歴東村東原地薄ノ史
朱界ノ史洋博洋樽詰士九仙
元交四と史士史上単還
時化・物論古論還論暦
日史無理回忌叢暦叢記
木詳　算置己傘
昭　昭　　昭　昭　　昭
和　和　和　和　和

雑

四

堅
和

五
年
　
九
月

五
年
　
＋
殖

五
年
＋
二
月

八
年
　
八
月

九
年
＋
一
月

＋
年
　
九
月

堤
影
画
・
丈
比
…
…
・
…
…
雛
羅
鰍
畔
－
昭
和
＋
年
＋
二
月

婆
窯
解
、
七
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